
＊著作権法に基づき掲載は省略します。

【作問意図】新しいものが作られるときには何かしらの理由があります。今回の記事では，①これまでの取組，②現状及び課題，③対策
といった大まかな構成で説明されています。このような段落意識を踏まえて，文章を正確に読ませたいですね。



ポイント【イメージ】
文－イメージ
　の対応の理解
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「風車」と「老人ホーム」平成１８年に追加された
地図記号です。
「自然災害伝承碑」は１３年ぶりに追加されました。

 第１段落の最後の一文の「も」に着目しました。
 助詞の役割を踏まえて，文章の正確な理解につな
げましょう。

 山梨に自然災害伝書碑は北杜市に２つあります。
・明治３１年の釜無川洪水
・昭和３４年台風７号による土石流災害

ポイント【係り受け】
文の構造の理解



＊著作権法に基づき掲載は省略します。

【作問意図】文章だけでなく，図や表などの様々なテキストを併せて読む力が求められています。特に，新聞にはこのような
複合的なテキストが多く存在します。何を説明するために，どのように関連付けているのかということ考えさせたいですね。
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ポイント【イメージ】
文－イメージ
　の対応の理解

ポイント【係り受け】
文ー文
　　　の照応の理解

表「ツバメの仲間 見分け方」の情報と画像の情報を
結び付けて理解を図る設問です。

 自然学分野の説明的文章では，多くの数字が扱われ
ています。数字をチェックしながら読むなどの学習活
動も有効です。

 端的に「天敵に襲われないから」で正解ですが，
「なぜ天敵に襲われないのか？」と問い返して，児
童に説明させましょう。



【作問意図】今回は，「クリティカル・リーディング」の基礎となる設問を用意しました。文末表現に着目し，情報の
「確かさ」について考えます。一見事実と思われる内容でも，よく読んでみると意外と曖昧にしてあることがあります。

＊著作権法に基づき掲載は省略します。



ポイント【同義文】
２文の意味
　　　　の理解

ポイント【推測】
文末表現から
「確かさ」の理解

 文末表現に着目させて，情報の確かさを確認させま
しょう。また，このような文末表現を使わせることで，
より正確な表現につながります。

①「〜おそれがあります」→不安がある
③「〜患者を診たそうです」→人から伝え聞いた話
④「〜科学的に証明されていません」→未証明
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【作問意図】コラムは，筆者の日常的な体験や感想などを交えながら，筆者の考えが短くまとめられています。文章が短いため，
段落の改行一字下げの代わりに「▼」など使われています。段落ごとに小見出しをつけるなどの学習活動も考えられます。

＊著作権法に基づき掲載は省略します。
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ポイント【同義文】
文－文　
　　の意味の理解

 このように，簡単な画像でイメージしたり，
段落ごとに，短く要約してみるなどの学習活動
が効果的です。

 文章をある程度の速さで読むことができると
読解力の向上に役立ちます。まずは，キーワード
をさがすなどの学習活動から始めてみましょう。



＊著作権法に基づき掲載は省略します。

【作問意図】文章量が多めの記事です。いつも楽しみながら見ているスポーツニュースも，違う角度から見ると新たな視点を
得ることができるきっかけになります。この記事を通して筆者が何を述べたいのか，考えさせたいですね。
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 「あなたの考え」を求めていますが，「ルーツ」
という言葉に，それぞれの意見を当てはめて読んで
みると，適切な内容を見分けることができます。

 ⑨「日傘」と同様の設問ですが，画像がない分，言葉を
適切に捉える必要があります。キーワードを生かしながら，
要約することも日常的に取り組みましょう。
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ポイント【同義文】
文－文　
　　の意味の理解

ポイント【推測】
文脈から判断する



【作問意図】新聞の特徴である「見出し」「リード」「本文」「図や表」などの要素が盛り込んである記事になります。記事内容は
対話形式で解説が進められています。記述の設問では，記事内容全体を捉えて「自分の考え」を書く必要があります。

＊著作権法に基づき掲載は省略します。
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 ３段目２行目「「レベル３」にあたり，子どもや
高齢者は避難する必要がある。」から引用します。

 記事を読んで，文章全体から概要を把握する必要
があります。把握した情報を踏まえて，
「自分だったら」という考えが求められています。

ポイント【係り受け】
文ー文
　　　の照応の理解


